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「学校安全全体計画」 

「危険管理マニュアル」 

「通学路・通学路防犯マップ」 

「校内の緊急体制」 

「緊急時（荒天時）の対応について」 

「熱中症対策」 

「雷への対策」 

 

 

大村市立中央小学校 



　

○PTA、町内会、学校保健委員会を
通じての啓発運動
○警察署、消防署、スクールアドバ
イザー等など関係機関との連携

○生活指導部（校内生活・校外生活・交
通安全・防災・避難訓練・特別行事・保
健指導）において細分担する。
○評価は、学期ごとの評価を行い改善に
生かす。

【委員会活動・児童会活動】
○自他ともに安全・安心な行動がとれるように、委員会の
特色に応じた安全指導を徹底する。

○危機管理マニュアルの確認
○プールの安全指導・管理
○避難訓練における安全確保に関す
　る共通理解

教職員の校内研修 推進組織及び評価 家庭・地域・関係機関との連携

生活や行動等の安全管理（対人管理） 学校環境（対物管理） 事件・事故や災害発生時の危機管理
○毎月、校内生活や登下校に関するこ
とを中心に学級で指導を徹底する。
○連絡会を通じて、担任、専科、栄養
教諭、養護教諭などとの情報の共有に
努める。
○生活指導部を中心に指導を徹底する
場を設ける。

【安全点検】
○月に一回、校内設備や校庭遊具の安全
点検を行い、環境の整備に努める。
【日常点検】
○事故防止の観点から、授業や学校行事
などの際は事前に安全点検を行う。
○水泳指導時は、排水溝の蓋や緊急電
話、AEDの有無を必ず確認する。

○危機管理マニュアルを活用し、迅速
な報告と的確な初期対応を行う。
○災害発生時における保護者との連絡
手段及び児童の引き渡し方法の確立
○近隣関係諸機関と綿密な連絡、情報
交換をし、適切な対応を行う。

安全管理との関連

交通安全

各学年の指導方針 関係する教科
【低学年】
○安全に関する基本的知識を得る。
○地域の人々との交流を通して、地域社会の一員としての
　自覚を持たせる。

【関係教科】
○学習活動における事故防止の指導や、緊急時の約束の確
認をする。

【中学年】
○安全に関する知識を活用する。
○地域社会で自他の安全を意識した行動ができるようにす
る。

【高学年】
○安全に関する知識や体験を日常の中で深める。
○地域社会の中で、自他の安全や他人への配慮もできるよ
うにする。

【朝の会・帰りの会・給食】
○日常的な安全指導を行い、安全・安心に学校生活を送る
生活態度を育成する。

○「毎月の生活目標」を中心とした指導を児童会や特別活動の時間を活用して行う。
○研修会や連絡会で必要な情報の共有化を図り、教職員の安全教育に関する理解を深める。
○PTA、健全協、大村警察署などと連携して危険を予測して回避する能力を高め、地域に貢献する態度を養う。

大村市立中央小学校

安全学習及び安全指導の指導方針など

○安全な廊下歩行や休み時間の約束な
ど生活のきまりについて理解させ、校
内での安全な過ごし方ができるように
する。
○防犯ブザーの定期的な確認や、集団
での歩き方の指導を行い、安全な登下
校ができるようにする。

○火災発生時の避難、地震発生時の避
難、不審者対応時の避難を想定した指
導を行い、安全第一に避難ができるよ
うにする。

○自転車に関する基本的交通法規を理解
させ、安全に走行できるようにする。
○道路での交通法規や集団での歩行の仕
方を理解させ、道路事情に応じた安全な
通学の仕方ができるようにする。

生活安全 災害安全

・児童の危険回避能力や行動選択能力の
向上を目指し、地域社会の中で自他の安
全に目を向け、交通のマナーなど他人へ
の心配りができる資質や能力を育てる。

目指す児童像

○日々安全の維持・向上に努力しようとする児童
○地域の中でも自他の安全に目を向け、他者への優しさを
表そうとする児童

育てようとする資質や能力及び態度

○安全に対する理解を深め、状況に応じた適切な危険回
避の意思を決定し、自らの身を守る行動を選択する力
○学校行事や地域行事に積極的に参加しようとする態度

安全教育に関する法令等 学校の現状学校の教育目標

安全教育の目標を実現するための基本方針

進んで学び、心豊かで
たくましく生きる
中央っ子の育成

安全教育の目標

○日本国憲法
○教育基本法
○学習指導要領総則
　　　「安全に関する指導」
○学校保健法
○県・市教育方針

○保護者や地域が学校の教育活動に
関心が高く協力的である。安全指導
に関する期待も高い。
○大村市のほぼ中心部にあり、陸上
自衛隊に隣接している。
○国道34号線や大村インターに近
く、日常の交通量が多い。

令和８年度 学校安全全体計画
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緊急事態発生時の対応 

 

１．目的 

いざというときのための校内の緊急連絡体制を整え、事故発生時には迅速かつ適切な 

対応(安全第一・人命第一)ができるようにしておく。 

 

２．緊急発生時対応の原則 

(1) 正確な状況の把握と的確な判断 

(2) 迅速かつ誠実な対応 

(3) 窓口の一本化 

(4) 詳細な記録と報告 

 

３．予想される事故や事態 

(1) 児童の場合 

怪我・急病、いじめ、不登校、非行、学校への要求電話、問題行動予告電話 

不審者の声かけ、 火災・地震・台風等 

(2) 教職員の場合 

体罰、ハラスメント、保護者との意見不一致、金銭管理、交通事故、情報管理等 

 

４．事故処理時の留意事項 

(1) 怪我などの箇所や程度など、 傷病を負った児童の状況を把握する。 

(2) 傷病を負った児童及び、周囲の児童にも精神的安定を与えるよう冷静に対応する。 

(3) その状況に適した応急処置等を行う。 

(4) 職員室、校長室など、直ちに校内の連絡を取る。 

(5) 負傷などの程度を他の教職員と協議し、場合によっては医師とも連絡のうえ、児童 

の移送とその方法を考える。 

(6) 救急車の出動を要請し、病院に移送するときは同乗して付き添い、病院で手当を受 

ける際には、保護者に事故の発生状況やその後の処置などを詳しく説明する。 

ただし、事故発見者が学級担任の場合には、病院への付き添いは養護教諭に依頼 

し、学級担任は直ちに保護者との連絡を取り、かかりつけの医療機関を問い合わせ 

る。なお、実態に応じて臨機応変に対応するようにする。 

(7) 事故現場を離れる場合は、他の児童への指導や指示を的確に行う。 

(8) 保護者に児童を引き渡すまでは、児童に付き添い、看護に当たる。 

(9) 事故に関する報告は、事実に即して正確かつ詳細に行い、推測をまじえた表現にな 

らないように努める。 

(10) 養護教諭と連絡をとり、日本スポーツ振興センター等の災害給付への必要な措置 

を取る。（不明な点があったら、 校長・教頭に直ちに報告・連絡・相談する） 
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５．事故発生時報告マニュアル 

 

１．事故を了知した時点で、速やかに以下の報告要領に従い、管理職に報告する 

２．現場に急行し、真摯に対処する。 

３．保護者と担任に連絡する。 

４．外部への窓口を一本化する。 窓口は管理職とする。 

５．市教委への報告を行い、報告、連絡、相談を密にして協力体制を整える。  

 

Ⅰ．電話や口頭による報告 

(1) 児童の事故の場合 

① 報告者氏名 

② 事故の種類 

③ 事故発生日時 

④ 事故発生場所 

⑤ 児童及び保護者 

・児童名 性別 学年 

・保護者名 

・住所、電話 

・保護者への連絡の有無 

⑥ 事故の状況と概要 

⑦ 事故確認と処理状況 

⑧ その他参考となる事項 

(2) 教職員の事故の場合 

① 報告者氏名 

② 事故の種類 

③ 事故発生日時 

④ 事故発生場所 

⑤ 教職員 

・氏名 電話 

・緊急連絡先（家族等）への連絡の有無 

⑥ 事故の状況と概要 

⑦ 事故確認と処理状況 

⑧ その他参考となる事項 

 

Ⅱ．「教育委員会」・「PTA 会長」への報告 (管理職) 
    
    ①電話での報告 

②文書での報告（様式あり） 
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６．児童の事故発生時の役割分担 

 

 

校長           〇 状況の判断と教職員への指示 

（判断・指示・報告）      〇 市教育委員会への報告（第一報） 

〇 PTA 会長への報告 

〇 保護者との対応 

〇 マスコミ対応 

 

教頭           〇 医療機関及び移送手配 

（窓口の一本化、      ・（養護教諭、保護者との）ドクターの確認 

役割分担指示）      ・長崎医療センター(救急指定) 

・市民病院 (救急指定) 

・学校医（養護教諭等への指示） 

・学校歯科医（養護教諭等への指示） 

・県央保健所（保健主事等への指示） 

〇（担任との）事故原因究明、保護者への謝意 

〇（市教委への）事故報告書の作成 

 

 

養護教諭         〇応急処置 

（保健調査書の管理、    〇医師の指示を受けた処置 

救急措置、移送準備）   〇移送同伴 

            〇学校へ経過報告 

〇災害等給付手続き 

 

 

担任（学年主任を中心に） 〇保護者への電話連絡 

（動揺しない、させない   ・傷病の概要説明 

保護者への連絡 )     ・移送病院名・電話番号 

             ・保険証／マイナンバーカードの確認 

〇他児童の掌握（教務主任を中心に） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

発見者 
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７．いじめ発生時の対応 

 

※結果を必ず管理職に報告する。  

  いじめの兆候 － 報告 － 現場直行 － 状况把握 － 共通理解 － 指導協力依頼   

 

(1) いじめ等問題行動の発見や連絡があったときは、現場に行き対応する。 

(2) 事実の確認は慎重にし、時間を追って詳細に記録する。 

(3) 経過や対応策については家庭に連絡し、必要に応じて家庭を訪問する。 

(4) 内容によっては PTA や関係諸機関に連絡し、 対策を協議する。 

 

   ○ 執拗で陰湿化 

〇 表面化しない 

 

 

   ○ 報告を受けたら、 現場へ直行 

〇 まず、問題行動等の阻止 

 

 

 

   ○ 保護者から、友達から、教師から、傍観者から 

〇 いじめられた児童から、いじめた児童から 

 

 

 

   ○ 全職員の共通理解 

〇 指導方法の研究・見直し 

 

 

   ○ いじめられた児童への指導 

〇 いじめた児童への指導 

〇 傍観者への指導 

 

 

   ○ いじめられた児童の保護者との連携 

〇 いじめた児童の保護者との連携 

〇 傍観者の保護者との連携 

 
 

 

いじめの兆候 

管理職 及び 関係

職員への報告 

事実の把握 

情報収集 

共通理解と研修 

児童への指導 

学級・学年・学校 

保護者への協力依頼 
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８．非行(万引き)発生時の対応 

 

◎ 万引きは、人の物を無償で取ることであり、大きな犯罪であることを認識させ、十分  

に自分の非を反省させ、 二度と同じ過ちを起こさないようにすることが大切である。 

 

警察からの連絡        商店からの連絡       その他からの通報 

 

問 題 行 動 発 覚 

 

 

 

 

 

 

 

  
本人への事情聴取 
 
 

家庭へ連絡 
 
 

状況説明と指導 

 
 

以後の対応 

 
 

詳しい状況を聞きに
行く。 
・担任 又は 生指主任 
 
 
 

詳しい状況等を聞きに 

行く。 

・担任または生指主任 
・商店への謝罪 

詳しい状況等を聞きに 

行く。 

・担任または生指主任 

 

〇 学校で保護者に説明する場を設定し、本人及び保護者に説明及び指導をする。 

・まず、保護者に状況の説明をする。 

・物を盗むことの非を十分に説き、反省を促した上で二度とこのようなことが発生しな 

いように本人に自覚させる。また、保護者にも単に代金を支払えばよいというような 

考えをもたないよう、事の非を十分に理解してもらい、被害者に対して誠意のある行 

動がとれるよう厳粛な態度で対応する。 

 

出席者: 校長、教頭、担任及び学年主任、生指主任 

 

〇 事件発生の状況や指導の内容等を職員に報告し、今後どのような指導がよいのかを全 

員で話し合い、全校児童に対して共通指導を行い、二度と起こらないようにする。 
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９、校内で児童がいなくなった時の対応 

 

事 件 発 生 

          ↓ 

 

 

          ↓ 

          ↓ 

          ↓ 

          ↓ 

          ↓ 

 

３ いなくなった時の様子や本人の心の状態を確認し、学校近辺、通学路まで捜索の範囲

を広げる。 

※学校の児童に動揺を与えないよう、内密に捜索する。 
 

２ 心当たりの場所や校内を捜す。 
 

４ 家庭連絡をとり、帰宅していないか確認し、 帰宅していない場合は繰り返し、1、2 

の場所を捜索する。 

※家庭にも捜索をお願いするが、 動揺を与えないよう配慮する。 

５ 時間が経過し、誘拐や逃避等の恐れがある場合は警察に連絡し、搜索を依頼する。 

職員も可能な限り手分けして捜索する。 

連絡係として、校長、教頭が待機し、職員、 警察、マスコミ等の対応にあたる。 
 

６ 原因の内容や状況によっては、家庭訪問 (校長、教頭、 担任)は家庭訪問を行い、状況

を詳細に説明すると共にいじめ等学校側に非があった場合は誠意ある謝罪を行う。  

本人の短絡的な行動が原因の場合には、事の重大性を認識させると共に、二度と同様の

ことが発生しないように十分に指導する。 
 

７ 全職員への状況・経過の説明を行い、今後の指導の仕方や生活指導の共通実践を図る。 

※外部に漏出した場合の部外への窓口の一本化 
 

1 児童がいなくなったことを把握したら、すぐに同学年、管理職に報告する。 
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１０． 不登校児の対応 

 

長い眼で ゆっくりと 自立を目指す 

 

※ 早期発見・即時対応 
※ 実態把握・分析に基づく対応 
※ カウンセリングマインドによる対応 
※ 自立を目指した対応 

 

 

 

   報告・連絡・      報告・連絡      相談・指導 

   相談          相談・打合せ     報告・連絡・相談 

 

 

 

 

 

留意点 

① まず、不登校児及び保護者に寄り添い、信頼関係を築くことに努める。  

② 担任や学校は、本人や保護者に「自分のことを忘れず、いつも気に掛けていてくれてい

る。」ことが伝わるように、必ず教師が電話を掛けたり、学級通信等の配布物を家庭に

届けたりして、音信を絶やさないようにする。 

③ 通いがいのある学校、楽しい学級をつくる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

校長 教頭 担任 指導教諭 学年主任 他担当 
 

教育委員会への 

報告・相談 

原因究明 

主任児童委員と

の情報交換 
 

原因究明 

専門機関・専門医 

への相談 

長欠児童報告（担 

当教諭との連携） 

 
 

・不登校児の早期発見のための調査 

・前学年からの引継 総点検 

・一斉個人面談 (６月、12 月) 

・アンケートによる実態把握 

・「いじめ問題に関する個人票」を作成

し、共通理解・活用 

・情報交換（児童理解）の場の設定 

・不登校児の分析と対策検討 

・事例研究・指導方法の研修の場の設定 

・SC、心の教室相談員、SSR の活用 
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１１．学校への要求電話・予告電話への対応 

 

迅速で正確な情報収集と的確な対応を! 

 

◎傾聽・いったん受容、共感の姿勢 

 

◎ 電話受信時の対応 

① 心を落ち着かせるため、また、気持ちの切り替えを可能にするため、できるだけ話 

を長くつなぐようにしていきながら、その間に情報も収集する。 

②  声の調子等から、相手を推定し、相手の了解のもとに、学校、学級、名前等を聞き 

取るようにし、事故を未然に防ぐようにする。 

③  電話に入る外部の音声等にも注意しながら聴き取り、居場所を推定する。 

 

◎ 教科 道徳・特別活動における予防的な指導 

① 一方的な自殺予告をしたり、不登校をしたりして学校行事等の中止を訴える行為は 

他人を犠牲にし、多くの児童に迷惑をかけることになるので絶対に許されない行為で 

あることを指導する。 

② 電話相談のあり方について考えさせ、望ましい相談ができるように指導する。  

③ 自他の生命の尊さについて指導し、児童理解に努めるようにする。 

 

※緊急事態への対応 

◎ 管理職に電話を代わったり、報告したりする。（教育相談室・スクールアドバイザーへ

の協力依頼） 

・ 相談者に対して傾聴の姿勢を示し、相談者を安心させ、心を落ち着かせる。 

・ 電話をもらったことへの感謝の気持ちを伝え、いったん受容の姿勢を示す。 

・ 相手の立場に立って十分に話を聞き、共感の姿勢を示す。 

・ 話を聞くなかで、学校、学年、学級、住所、性格、人物等の必要な情報を得る。 

・ 大人が必ず解決を図ること、必ず守ることを十分理解させるよう努める。 

・ 何が悩みか、どうしてほしいのか、相手とどうしたらよいかを考える。 

・ いつでも電話してよいこと、 相談してくることを期待していることなどを伝え、 

相談を次回につなぐ約束をする。 

・ 生きることの大切さ・すばらしさや、その子のよさについて気付かせる。 
 

・ 電話を受けた情報入手者から、詳細な情報を収集する。 

・ 関係の児童及びその保護者について、教職員間で情報を共有する。 

・ 関係行事等に関する児童間及び保護者関係の情報を収集する。 
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１２．食中毒発生時の対応 

 

生 命 を 最 優 先！ 

 

保 護 者 

                 連絡 
 

学  校 
 
 

 
報告 
 
     指導 

 
 
                
 

 
        連絡                                  
                   連絡 
            
 
 
 
 

注意！ 
 

・ 子どもは症状が多彩で激しい。 
・ 神経麻痺の症状が少しでもあれば緊急度は大きい。 
・ 血便の症状は入院を基準とする。 
・ 下痢・嘔吐には電解質の補給が第一対処とする。 
・ 食中毒の原因は、細菌のほか農薬等の化学物質、毒草・ふぐ等の自然毒等がある。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

登 校 時 
 
児童の欠席者が多い。・・・・欠席理由の把握 
 
調理従事者の欠勤者が多い・・欠勤理由の把握 
 
医師からの連絡･･･ ・出欠状況の把握 
 
 
 

給 食 後 
 
 
嘔吐や下痢症状の発生 
 

市教育委員会 
 

市保健担当部局  
 

食中毒対策本部 
 

 

学校医・学校薬剤師 
 

 

保 健 所 
 

連絡 
 

 

学校への立入検査 及び 
原因究明 
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１３．校外活動等の事故発生時の対応 
 

事故を予測し、「もしも」のときは的確に対応 
 
◎予想される事故等への対応 
 (１) 現地の状況を直接、又はインターネット等で事前に確認しておく。 
 (２) 天候等については、最新の情報を確認する。 
 (３) 安全面について、児童に事前指導をしておく。 
 
◎予想される事故等への対応 

 
 

 緊急連絡体制  
 

 
 

 
 
  

 
・ 交通事故等への対応 怪我・病気等への対応 

 
・ 有害な動植物への対応 

 
・ 不審者への対応 

 
・ 天候等の変化への対応 

 
・ 火災・地震への対応 

 
・ 行方不明等への対応 

 
・ 商店街での破損への対応 

 
・ 教師の事故等で児童を掌握する教師の数が減少又はいない場合の対応 

負
傷
者 

 

教
育
委
員
会 

 

他
の
児
童 

 
 

救
急
車
・
タ
ク
シ
ー
等 

警 

察 
 

家 

庭 
 

学 

校 
 

現
場
の
教
職
員 

 

応急処置 
 

 

掌握 
 

 

要請 
 

 

連絡 
 

 

連携 
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１４．火災・台風・地震時の対応 
 
 
(1) 目的 
 

・平常時における学校施設 防火設備 避難経路の管理の徹底を図り、防災に努める。 
・災害時において、児童の生命の安全を守るための手だてを明らかにする。 
・緊急事態に際して、児童自身が正しい判断と適切な行動で対処できる能力、態度を 
 養う。 

 
 
(2) 内容 
 

①平常時 
 

・毎月の安全点検や防災用設備の点検など日頃の観察をていねいに行い、危険箇所の 
早期発見とその後の処置に努める。非常搬出物、救急用具を常備し、保管しておく。 

・火元の確認、戸締まりを徹底し、校舎内外の整理整頓に努める。 
 
 

②緊急時 
 

※火災の場合 
 

・通報 
発見者は直ちに最寄りの火災報知器で全校に知らせ、本部（校長）に報告する。 
本部（校長）は速やかに児童の安全についての対策を立て、避難場所を放送で指 
示する。 
教頭は、消防署、警察署、教育委員会へ通知する。  

 
・避難方法 (児童教師の動き) 

発生の通報、警報があった時は、すべての活動を中止し、口を結んで本部からの 
指示を待つ。 
避難開始の合図とともに、避難場所まで安全に避難する。 

 
火元から遠く、また、安全に早く避難できる避難経路を判断する。 
教師の誘導、指示に従う。 
ハンカチで口を押さえ、靴、シューズのまま避難する。 
校内では、低学年を優先する。 
運動場へ出たら、小走りで避難場所(第一避難場所・運動場南側)へ向かう。 
避難場所に着いたら、整列、人員点呼を行い、本部へ異常の有無を報告する。 

 
 

※震災の場合(基本的には火災発生時の時に準じる) 
 

・避難方法 
 

発生時・・・揺れた時はすぐに行動せず、落下物から身を守る。 
(机の下にもぐる･･など) 
電源、火気の始末を行い、災害の拡大を防ぐ。 

 
発生後・・・安全な避難経路、避難場所を確かめて児童を避難誘導する。 

(第一避難場所···運動場 体育館、被害の少ない場所)  
通学路、校舎内外の被害状況を調べる。 
家庭または第二避難場所へ児童を避難させる。 
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※風水害の場合 
 
・気象通報に注意し、危険な場合は保護者と連絡を取り合い、早めに児童を帰宅させる。 
・事態が悪化した場合、電源を切り、火気の始末をするとともに重要書類、重要備品の保 

管にあたる。 
 
 

③避難訓練年間計画 
 

・ 防犯 (事前指導あり<予告あり>) 
・ 地震 (事前指導あり<予告あり>) 
・ 火災 (事前指導あり<予告なし>) 
・不審者(事前指導あり<予告あり>) 

 
 

④担当 
 

校務分掌機構の防火管理責任者に準じる。 
 

北校舎 1 階・・・（１年学年主任・２年学年主任・ひまわり学級担任） 
北校舎 2 階・・・（３年学年主任・４年学年主任・そよかぜ学級担任） 
南校舎 2 階・・・（６年学年主任・あすなろ教室担当者） 
新校舍・・・・・（５年学年主任） 

 
 

⑤組織と任務 
 
 
                     指導・・・・教頭・教務主任 
 
                     児童誘導・・各担任 
 
 本部（校長）  連絡・通報（教頭）   搬出・・・・担任以外の職員 
 
                     初期消火・・事務職員 
 
                     救護・・・・養護教諭 
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消 防 署 

警 察 署 

保険会社 

校長・教頭 

・被害者の応急処置 
 
・救急警察署に連絡 
 
・被害者には誠意で対応 
 

１５．職員の交通事故対応 
 

「 人 命 第 一 」 
 
 

        ① 
                 ※ 救急車の手配依頼 
      

                ② 
※ 誠実な対応 

  
                ③ 
 
                         ※ 保険証の確認 
 
                ④ 
                         ※ 窓口の一本化 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

事故遭遇者 

 
1 現場検証の立ち会い・・・・・・・・・現場、事故状況の確認 
 
2 被害者、加害者の情報収集・・・・・・被害の程度、氏名、生年月日、住所 
 

電話番号、勤務先、車種、移送病院 
 
3 市教育委員会への通報・・・・・・・・校長(教頭)による第一報、 第二報 
 
4 所轄警察署所見聴取・・・・・・・・・交通課担当警官の名前の確認 
 
5 事故報告書の作成提出・・・・・・・・供述書(本人)、 報告書 
 

 
○ 加害者の場合、 ① - ② - ③ - ④ の順序で連絡する  
 
〇 対物事故の場合は ① へは連絡の必要はない。 
 
〇 出張途中の事故の場合、出張先へも連絡を入れる。 
 
〇 出張先に連絡が取れない場合は、校長 (教頭) に連絡する。 
 
〇 校長(教頭) へは、昼夜・県外を問わず、直ちに連絡する。 
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１６．食物アレルギーによる事故対応 
 

 
 
 
 
 

      ↓             ↓           ↓ 
         
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

         ↓ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

アレルギー症状がある。 
 (食物の関与が疑われる) 
 

原因食品を食べた。 
(可能性を含む) 
 

原因食品に触れた 
(可能性を含む) 
 
 

①当該児童生徒から目を離さない、ひとりにしない。 
②助けを呼び、人を集める。 → 職員室(校長) に報告 
③エピペンや内服薬がある場合、直ちに持ってくる 

(※エピペン及び内服薬は、個々の児童生徒に処方されているもの) 
 

校長・教頭 
 (役割分担を指示) 

担任・学年主任 

その他の職員 

養護教諭 
（応急処置） 

栄養教諭・学校栄養職員と 
食事内容等の確認を行う 

保護者に連絡 

かかりつけ医または
学校医等に連絡 
(搬送) 

給食センターに連絡 

市教委に連絡 

緊急性が高いアレルギー症状はあるか？  ５分以内に判断する。 
 
 

1 つでもある。
る。 

 

1 つもない。 
。 
 

○エピペンがある場合にはただちにエピペンを使用 
するとともに、救急車を要請する (119 番通報) 

○その場で安静にし、救急隊を待つ 
・本人をその場で仰向けに寝かせ、足を少し高く

する 吐き気、嘔吐がある場合は、顔と体を 
横向きにする 

・内服薬は飲ませない。(誤嚥の危険性あり) 
○応答がない、呼吸がない場合は、心臓マッサージ

と AED 措置(救急隊に引き継ぐまで継続する。) 
 

○内服薬がある場合には内服薬を飲
ませるとともに保護者と対応方法
について確認をとる 

○保健室へ移動させ安静にする  
・５分ごとに症状を複数で観察 
※緊急性の高いアレルギー症状の 

出現がないか特に注意 
○継続して観察し、症状の改善が見

られない場合または悪化した場合
には、学校医やかかりつけ医と相
談し、医療機関を受診する。 

○症状の改善が見られた後でも運動 
 控える 
 

救急隊に引き継ぐ 
(必ず教職員が同行し、経過を確認する) 

症状・状況・処置等について時系列で記録し、正確に管理職に報告する。 
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１７．不審者への学校の対応 
日常的な予防対策 

(１) 校門（自衛隊側）は、児童の登校後、扉を閉める。 

(２) 児童下校後は、北校舎トイレ側を早めに施錠する。 

(３) 防犯カメラによる記録と点検を行う。 

(４) 来校者には、職員玄関から入ってもらい、名札を着用してもらう。 

   ※保護者は、PTA から配付している名札を着用する。 

(５) 来校者には、職員から声をかける。 

(６) 通学路の確認をして、注意が必要な箇所の見直しを図る。 

(７) 決められた通学路を通って登下校するよう指導徹底を図る。 

(８) 「子ども１１０ばん」の家について、周知を図る。 
 
◎ 不審者が学校の中に入った場合・近隣に不審者の情報が入った場合 

(１) 来訪者の確認について 

① 決められたところ (下駄箱のあるところ)から出入りをしてもらう。 

② 来訪者については、職員の方から声をかける。 

③ 校長室に入ってもらうよう、誘導する。 

 

(２) 不審者に対する警察への連絡について 

① 校内で不審者を見かけたら、職員室に連絡をし、警察（市教委）へ通報する。 

 

(３) 子どもたちの始業前や放課後での対応について 

① 地域住民による見守りの中で、不審者に対する観察や対応について協力願う。 

② 下校時刻を守らせる。 

③ 教職員による始業前や放課後の児童周辺の注視による観察を実施する。 

  

(４) 子どもたちの登下校についての対応 

① 定められた通学路を通って登下校するよう指導徹底を図る。 

② できるだけ集団で登下校するよう指導する。 

③ 社会体育における子どもたちだけでの活動の時間を極力なくすよう呼びかけ、協力  

  を依頼する。 

 

◎ 不審者対策についてのその他の対応 

(１) 学校開放日での安全確認への対応 

① 教職員や PTA、地域の方に依頼し、学校内の見回りや安全確認をしてもらう。 

 

(２) 学校施設の安全確認について 

① 校舎の施錠については 2 重チェック（管理職・学校用務員）を徹底する。 

② 校門の施錠については難しいが、簡単に車が出入りできない設備の設置を呼びかけ 

 ていく。 

 

(３) 自動警備装置・防犯管理システム等の作動状況の確認 及び システムアップ並び 

にガードマンの巡回依頼(市役所対応) 

 

 (４) 不審者対応にかかる避難訓練を実施 
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１８、消防機関への通報要領（火災発生時） 
 

 
※ 大村市教育委員会  ℡ ５３－４１２２（学校教育課 直通） 
 

 

 
通報者 
 

 
119 番に連絡する。 

 
消防署 
 
通報者 
 

 
はい。消防です。火事ですか、救急ですか。 
 
火災です。 
 

 
消防署 
 
通報者 

 

 
場所はどこですか。 
 
大村市松並 1 丁目 1275 中央小学校です。 
 
西大村中学校に隣接しています。 
 

 
消防署 
 
通報者 

 

 
何階建てですか。 何が燃えていますか。 
 
二階建ての (家庭科室) が燃えています。 

 
消防署 
 
通報者 

 

 
逃げ遅れた人はいませんか。 
 
いません。（いる場合は、状況を説明する。） 

 
 
消防署 
 
通報者 

 

 
何が燃えているか、分かりませんか。 
 
( ガス台付近 ) が燃えています。 

 
 
消防署 
 
通報者 

 

 
近所に目標となる建物はありませんか。 
 
( 陸上自衛隊大村駐屯地 ) の近くです。 

 
 
消防署 
 
通報者 

 

 
あなたのお名前は。 
 
（    ) です。 

 
 
消防署 
 
通報者 

 

 
今かけている電話番号を教えてください。 
 
(0957-53-2046) です。中央小学校の電話からです。 

 
 
消防署 
 

 
分かりました。 直ちに向かいます。 
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１９、消防機関への通報要領（救急車要請時） 
 

 
※長崎医療センター ℡ ５２－３１２１ 
 
※大村市民病院   ℡ ５２－２１６１ 
 
※大村市教育委員会 ℡ ５３－４１２２（学校教育課 直通） 
 
 

 

 
通報者 
 

 
119 番に連絡する。 

 
消防署 
 
通報者 
 

 
はい。消防です。火事ですか、救急ですか。 
 
救急です。 
 

 
消防署 
 
通報者 

 

 
場所はどこですか。 
 
大村市松並 1 丁目 1275 中央小学校です。 
 
西大村中学校に隣接しています。 
 

 
消防署 
 
通報者 

 

 
事故発生の状況、事故車の人数、氏名、性別、年齢をお願いします。 
 
（状況等を説明する。） 

 
消防署 
 
通報者 

 

 
出血はありますか？ 意識はありますか？ 
 

（状況等を説明する。） 

 
消防署 
 
通報者 

 

 
近所に目標となる建物はありませんか。 
 
( 陸上自衛隊大村駐屯地 ) の近くです。 

 
 
消防署 
 
通報者 

 

 
あなたのお名前は。 
 
（    ) です。 

 
 
消防署 
 
通報者 

 

 
今かけている電話番号を教えてください。 
 
(0957-53-2046) です。中央小学校の電話からです。 

 
 
消防署 
 

 
分かりました。 直ちに向かいます。 
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大村市立中央小学校 通学路防犯マップ 
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大村市教育委員会 

－ 校内の救急体制 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

              報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<応急処置> 

第一発見者：大声で助けを呼ぶ 

（担任・部顧問・関係職員・子ども等） 

 

教職員 

校 長 

（副校長・教頭） 

保護者 
いそいで！ 

Ａ：発見者が直ちに救急車要請 

 Ｂ：管理職が救急車要請 

 Ｄ：学校で引き継ぎ、保護者が搬送 

 

 C：学校が病院へ搬送（病院で保護者に引き継ぐ） 

 

高 

緊
急
度 

低 

Ａ：緊急を要する場合：事故発見者が直ちに救急車要請 

Ｂ：救急車要請が必要な場合：教職員が救急処置を行い、管理職が救急車要請 

Ｃ：学校による病院搬送の場合：保護者に許可を得て、学校が病院へ搬送 

Ｄ：保護者による病院搬送の場合：教職員の救急処置後、保護者が病院へ搬送 

※ 第一発見者（担任、部顧問、関係職員等）は責任を持って、保護者や管理職、養護教諭への 

連絡をとる。 

こんな時には救急車を!! 
・意識喪失の持続 

・ショック症状(顔面蒼白、虚脱 

 冷や汗、脈拍低下） 

・けいれんの持続 

・激痛 

・多量の出血 

・骨の変形 

・大きな開放創 

・広範囲のやけど 

・呼吸困難 

・食によるアナフィラキシー 

・その他緊急を要する状態 

ひとつでも 

当てはまれば 

１１９番 

★救急搬送は裏面を!! 

教育委員会 

養護教諭 
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① あわてず、ゆっくり、正確に！ 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

◎その後の動き 

 

 

 

 

 

 

●１１９番 通報 
①「救急です」 

②住所  大村市○○・・・ 

③学校名 大村市立○○学校 目印は・・・ 

④いつ 

⑤どこで 

⑥だれが 

⑦どこを 

⑧どうした 

⑨電話番号 ０９５７－（  ）○○○○ 

⑩通報者氏名 

保護者への連絡＜学級担任・学年主任他＞ 例：頭部打撲 
①いつ  １時間目の体育の時間に 

②どこで 体育館で 

③どうして 跳び箱（何段）から落下して 

④どうなった 頭を打ちました 

⑤現在の様子 痛みがあり、腫れもあるため救急車を要請します 

        ○○病院へ搬送されます（されました）→ 保護者への引継ぎ 

救急車誘導 

＜職員他＞ 

救急車同乗 
・状況説明ができる人 

・緊急連絡カード（保健調査） 

・現金 

・携帯電話 

病院到着 
・保護者説明 

・学校へ報告、連絡 

状況整理・対応決定 
＜管理職 授業担当 担任 学年主任 

事故発見者 保健主事 養護教諭＞ 

・状況を整理して今後の対応決定 

＜教職員＞ 
病院にかけつける 

（関係職員が同乗しない場合） 

職員招集 
＜校長（副校長・教頭）＞ 

・事故の原因、対応、経過、現在の 

状況について報告・共通理解 

・今後の対応について 

・他の児童生徒への対応 

・ 

家庭への対応 
＜学級担任・担当他＞ 

・病院見舞い 

・家庭訪問 家庭連絡 

・日本スポーツ振興センター 

外部への対応 
＜校長（副校長・教頭）＞ 

・教育委員会 

・報道機関 

・その他 
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緊急時（荒天時）の対応について《令和４年５月６日改定版》 
大村市教育委員会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 判断の目安を示しているが、学校によって地理的要因や天候が異なるので、市教委と校長が協議の上、最終的に判断する。 

③ 緊急時や不測の事態等で全市的な対応がひっ迫している場合は、市教委が直接判断し学校を通して連絡する。 

 

前

日

の

対

応 

荒天が予想されるときの対応 

学校から、登校に関する留意事項等を連絡する（メール配信等）。 

 連絡内容例・登校が危険とみなされる場合には、無理に登校をしないこと。 

→ 遅刻・欠席で構わないので、学校への連絡を確実に行うこと。 

          ・登校する場合には、安全確保に十分留意すること。 

          ・天候によっては、翌朝、緊急に「臨時休業」等の連絡をすることもある。 

 

当

日

の

登

校

時

対

応 

１ 午前 6:00 に「臨時休業」の判断（注１） 

「臨時休業」の場合は、学校からメール配信等で連絡する。 

２ 天候の急変により、午前 6:00～8:00 の間に「臨時休業」の判断 

(1)「臨時休業」をメール配信等で連絡する。 

(2) まだ自宅にいる児童生徒は「自宅待機」とする。 

(3) 登校途中の児童生徒はそのまま登校し、学校に既に登校している児童生徒と合わせて、学校内で 

 安全を確保する（保護者へ一斉または個々に学校から連絡する）。また、登校途中で急激な天候 

 不良等の場合は、最寄りの安全な建物等（注２）に一時避難する。 

 

当

日

の

下

校

時

対

応 

学校待機 帰路の安全が確保できないと判断した 場合は、学校待機 とする。 

保護者によ

る迎え 

状況によっては、保護者のお迎えをお願いすることもある。 

 ※ 学校より保護者の方へ、お迎えの時間等を電話やメールにてお知らせする。 

※ 保護者の迎えがない場合は、学校待機とする。 

通常下校 
安全が確保できると判断した場合は、通常の下校 とする。 

※ 必要に応じて、学校より下校時刻等を電話やメールにてお知らせする。 

 

(注１)児童生徒が家を出る時間、保護者の出勤時間などを考慮し、６：００の判断とする。 

(注２)緊急時に避難する建物として、「子ども 110 番の家」などの情報を学校が確認し、保護者と共有しておく。 

市長部局 

安全対策課 

保護者（児童・生徒） 

各小・中学校 

市教委 

学級連絡網 

メール配信 

緊急 

協議 

緊急連絡 

 
遅刻･欠席 

連絡 

指

導 

・

承

認 

相

談

・

報

告 

① 学校からの連絡がなくても、荒天で自宅からの登校が 

危険とみなされる場合には、 

保護者の判断で学校を遅刻・欠席させる。 

その際、学校へ遅刻・欠席等の連絡を確実に行う。 

② ③ 

① 
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令和６年度 大村市小・中学校 熱中症事故防止重点項目
～学校管理下における熱中症事故を防ぐために～

熱中症への警戒時期は、夏場だけでなく、暑くなりはじめる 5月初旬頃から必要となっています。近年、気候変動等の影響により、

国内の熱中症による救急搬送人員は毎年数万人を超え、死亡者数も高い水準で推移しています。

学校においても、教育活動全体はもちろん、特に体育や部活動などにおける熱中症の予防対策について、以下の重点項目の内容を確

認するとともに、日々の熱中症指数を確認し、急に気温が上がった日や、特に暑い時間帯の回避、運動時間の短縮、運動量の軽減等の

配慮など、熱中症事故防止に向けた対策を行いましょう。

区分 重点項目（熱中症事故防止に関する対応）

指
導
計
画

① 児童・生徒の能力や体力に配慮した段階的な指導計画を作成する。

② 暑くなり始めた時期には、体を暑さに慣らすための指導計画を作成する。

③ 暑さ指数などをもとに、暑い時間帯の回避や運動時間の短縮、運動量の軽減などの配慮をする。

運
動

前
の
安
全
指
導
・
管
理

④ 活動前に水分補給をさせるとともに、活動中に適宜水分補給をするよう指示する。

⑤ 活動前に水分補給をさせるとともに、活動中に適宜水分補給をするよう指示する。

⑥ 暑いときには、軽装（着帽）で活動に取り組むよう指示する。

⑦ 活動時、体調が悪くなりそうな場合は無理をせず、自ら活動をやめるように指示する。

⑧ 熱中症指数計等を活用し、暑さ指数（WBGT）を確認し、行動指針※１を参考に危険度を把握する。

※１ 公益財団法人日本スポーツ協会「熱中症予防運動指針」など

運
動

中
の
安
全
指
導
・
管
理

⑨ 個々の健康状態を把握し、緊急時に迅速に対応することができる救急体制を整える。

⑩ 水分補給の時間を設定するほか、児童生徒が適宜水分補給することができる環境を整える。

⑪ 運動中も健康観察を行い、体調が悪くなる前に、児童生徒が運動をやめやすい雰囲気をつくる。

⑫ 屋外では日陰を活用したり、テントを建てたりして休憩場所を設け、屋内では窓を開放して風通し

を良くするなど、運動しやすい環境をつくる。

事
故
発
生
時

⑬ 迅速かつ的確に応急措置を講じることができる体制を整える。

→「熱中症事故発生時における応急措置／日本スポーツ振興センター」参照

⑭ 校内及び医療機関、保護者等に連絡することができる体制を整える。

★暑熱順化（体が暑さに慣れること）について★

暑熱順化とは、体が暑さに慣れることです。暑い日が続くと、体は次第に暑さに慣れて、暑さに強くなります。暑さ

に慣れていないと熱中症になる危険性が高まります。

体が暑さに慣れることについて理解し、本格的に暑くなる前からの熱中症対策の大切さについて指導をお願いし

ます。（各種便りを通した家庭への啓発も含む。）簡単な運動やストレッチ、入浴等で汗をかくことが有効です。

※暑熱順化ができていない可能性が高い時期

・5 月頃の暑い日 ・梅雨の晴れ間 ・梅雨明け ・お盆明け

参考サイト →暑熱順化 | 熱中症ゼロへ - 日本気象協会推進 (netsuzero.jp)
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熱中症防止のために必要な情報は、職員全体へ周知されるよう日頃から体制を整えてください。

●広域的に過去に例のない危険な暑さ等により熱中症救急搬送者数の大量発生を招き、医療の提供に支障が生

じるようなおそれがある場合に発表されます。

●具体的には、県内の全ての暑さ指数情報提供地点において、暑さ指数３５以上となるときなどが該当します。

●熱中症の危険性に対する「気づき」を促すものとして、県予報区等内において、いずれかの暑さ指数情報提供地

点における、翌日・当日の日最高暑さ指数（WBGT）が33（予測値）に達する場合に発表します。

●個々の地点の暑さ指数（WBGT）は、環境によって大きく異なりますので、黒球の付いたWBGT測定機器等を

用いて独自に測定することお勧めします。

暑さ指数（WBGT：Wet Bulb Globe Temperature：湿球黒球温度）は、熱中症の危険度を判断する環境条

件の指標です。このWBGT は、人体と外気との熱のやりとり（熱収支）に着目し、熱収支に与える影響の大きい気温、

湿度、日射・輻射など周辺の熱環境、風（気流）の要素を取り入れた指標で、単位は、気温と同じ℃を用います。

気温（参考）
暑さ指数

（WBGT）
熱中症予防運動指針

35℃以上 31以上 運動は原則中止
特別の場合以外は運動を中止する。

特に子どもの場合には中止すべき。

31℃以上

35℃未満

28以上

31未満

厳重警戒

（激しい運動は中止）

熱中症の危険性が高いので、激しい運動や持久走など

体温が上昇しやすい運動は避ける。

10～20分おきに休憩をとり水分・塩分の補給を行う。

暑さに弱い人※は運動を軽減または中止。

31℃以上

35℃未満

25以上

28未満

警戒

（積極的に休憩）

熱中症の危険が増すので、積極的に休憩をとり適宜、水

分・塩分を補給する。

激しい運動では、30分おきくらいに休憩をとる

31℃以上

35℃未満

21以上

25未満

注意

（積極的に水分補給）

熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。

熱中症の兆候に注意するとともに、運動の合間に積極的

に水分・塩分を補給する。

24℃未満 21未満
ほぼ安全

（適宜水分補給）

通常は熱中症の危険は小さいが、適宜水分・塩分の補給

は必要である。

市民マラソンなどではこの条件でも熱中症が発生するの

で注意。

熱中症特別警戒アラート※、熱中症警戒アラートなど

暑さ指数（WBGT）の情報共有の徹底を！

環境省「熱中症予防情報サイト」 https://www.wbgt.env.go.jp/

・「熱中症特別警戒情報」「熱中症警戒情報」 ・アプリを活用した暑さ指数などの情報配信

・各種普及啓発資料（ガイドラインやリーフレット）もダウンロード可能

※熱中症特別警戒アラートについて

熱中症警戒アラートについて

暑さ指数（WBGT）とは

運動に関する指針
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熱中症発生時の対応について全職員で確認を！

独立行政法人日本スポーツ振興センター

https://www.jpnsport.go.jp/anzen/anzen_school/bousi_kenkyu/tabid

/337/Default.aspx

応急手当のフロー図や指導用資料などをダウンロードできます。

学校保健ポータルサイト

https://www.gakkohoken.jp/heatstroke/

熱中症ゼロへ https://www.netsuzero.jp/learning/le03

「熱中症に気をつけよう～

水分補給の大切さ～」動画

「熱中症ゼロへ」は日本気象協会が推

進するプロジェクトで熱中症の症状

についてや、応急処置など熱中症全

般についてのサイトです。

熱中症対策に関して、各校の危機管理マニュアルの

見直しや改善を行い、未然防止はもちろん、別添の

フローチャートや記録用紙を活用するなど、緊急時

の体制の確認・共通理解をお願いします。
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学校における体育活動での事故防止対策推進事業 
平成30年度スポーツ庁委託事業
学校における体育活動での事故防止対策推進事業 
平成30年度スポーツ庁委託事業

□ 応答が鈍い。
□ 言動がおかしい。
□ 意識がない。
□ ペットボトルの蓋を開ける
　 ことができない　等

すぐに救急車を要請し、
同時に体を冷やす等の
応急手当を行う。

すぐに救急車を要請し、
同時に体を冷やす等の
応急手当を行う。

あり（疑いも含む）

室内

身体冷却

効果的な冷却方法
① 氷水に全身をつける。
② ホースで水をかける。
③ ぬれタオルを体にあて扇風機で冷やす。

体を冷やしながら、設備や
治療スタッフが整った集中
治療のできる病院へ一刻
も早く搬送しましょう！！

□ 四肢や腹筋のけいれん（つる）と筋肉痛が起こる。
□ 全身倦怠感、脱力感、めまい、吐き気、嘔吐、頭痛などが起こる。
□ 頻脈、顔面蒼白となる。
□ 足がもつれる・ふらつく・転倒する、突然座り込む・立ち上がれない　等

※ 迅速に体温を下げることができれば、
　 救命率が上がります !!

独立行政法人日本スポーツ振興センター学校安全部
発行：平成31年3月

本パンフレットの無断複製（コピー）及び内容の無断転載を禁じます-31-



年/月/日（曜） 学年/組 年齢 性別 記録者名

　/　　　/　　　（　　） 男　・　女

*当てはまる症状に☑ 　時　　分 　時　　分 　時　　分 備考 ・ メモ

意識がない □ □ □
意識もうろう □ □ □
意味のない発語，発声 □ □ □
簡単な質問に答えられない □ □ □
全身のけいれん，ひきつけ □ □ □
立ち上がれない □ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

　*処置した内容に☑ 　時　　分 　時　　分 　時　　分 備考 ・ メモ

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

*当てはまる番号を記入 　時　　分 　時　　分 　時　　分 備考 ・ メモ

発　　汗

顔　　色

呼　　吸

体　　温 　℃ 　℃ 　℃

脈　　拍 /分 /分 /分

血　　圧 ／ ／ ／

その他の要因

発生場所

屋内　・　屋外 天気 温度 湿度 WBGT

℃ ％ ℃

その他参考となる事項

参考資料：「熱中症チェックシート」弘前大学教育学部附属学校園養護教諭部会

□ □ □

名　　　前

 吐き気，嘔吐

処 置 内 容　

【参考資料２】　　　　　　　　　熱中症チェックシート

Ａ　重症度チェック　　　　　　　　　　　　　　　

Ⅲ度
重症

↓
１つでも症状があれば

救急車要請
↓

救急車到着まで

 B　応急処置へ

意識障害

※その他の症状
や程度など余白
に記入

 異常な行動，不自然な言動

Ⅱ度
中等症

↓
水分が摂れない，または

応急処置で回復しなければ

救急車か病院

 自力で水分が摂れない

 虚脱感・脱力感　（体に力が入らない感じ）

 頭痛

足がもつれる，まっすぐ歩けな
い，転倒する

Ⅰ度
軽症

↓
応急処置で回復しなければ

家庭連絡
受診を勧める

 めまい，立ちくらみ

 足がつる，手足がしびれる

 筋肉のけいれん（お腹がキリキリ痛む等）

 不快感（気持ち悪い，ボーっとする，不機嫌）

Ｂ　応　急　処　置

 1.日陰やクーラーの効いている室内に移動
　
※その他の処置

４．片方の腋の
下は，冷やす前
に体温を測る。

６．意識障害が
ある場合は，誤
嚥の可能性があ
るため無理に飲
ませない。

 2.休養　（顔色が悪ければ足を高くする）

 3.可能な範囲で衣服を脱がせる，ゆるめる

 4.氷のうで動脈の上を冷やす
　（首の両わき，腋の下，両足のつけ根）

 5.出ている皮膚に水をかけたり，濡れタオル
を掛けて扇風機やうちわなどであおぐ

 6.水分補給
　（冷たいスポーツドリンク，0.2%食塩水，経口補水液）

 全身倦怠感　（だるい，しんどい，ぐったり）

運動障害

※計測値も記入
ただし，緊急時
や計測できない
ときは省略可

 寝不足　・　疲労　・　肥満傾向　・　不規則な生活　・　栄養不足　・　水分,塩分補給不足　・ 月経中　・　(      　　   )

 0.正常　 1.速い　　 2.遅い　   3.不規則　

発生時の活動内容

　学　習　　・　　運  動　　・　　その他

発生時の状況

具体的に：

Ｃ　バイタルチェック

 0.正常 　1.体に触ると熱い　  2.高体温　  　  　 （  ℃）

 0.正常 　1.速い　　 2.遅い　　 3.不規則　　　　　（ /分）

最高　／　最低　（mmHg）

 0.なし　 1.少し（あった）　2.多い（多かった）　3.止まらない

 0.正常　 1.紅潮　 2.蒼白　 3.チアノーゼ（唇が青紫）
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●注意…

≪作成≫　弘前大学教育学部附属学校園養護教諭部会　　 ≪協力≫　弘前大学教育学部教育保健講座

熱中症チェックシート　（2014年7月改訂）

チェックシートは，医療機関
に搬送する場合，情報とし
て提供することができます。

このチェックシートは，熱中症様症状が見られたときの重症度・緊急度の判断や
対応，応急処置，記録等を行うためのものです。
熱中症の症状や進み方は個々によって異なります。医師の診断とは異なる場合
もありますのでご留意ください。

• 状態をよく観察し，あてはまる症状に素早く

• Ⅰ～Ⅲ度のどのレベルか判断

• チェックした時刻を記入

Ａ 重症度チェック

• 協力者を見つけ，重症度チェック・バイタルチェックと同
時進行で行う

• 処置内容に 処置した時刻を記入

Ｃ バイタルチェック

• 応急処置と同時進行で行う

• 発汗（汗の状態）・顔色・呼吸・体温など，見て・触れて

記録できるものを優先

• 体温計は腋の下を冷やす前に汗をよく拭き取って使う

• チェックした時刻を記入

□観察時刻

チェックした時刻，応急処置した時刻を記入。症状に変化があれば，その時刻を記入。

□その他の要因

聴き取れる範囲，わかる範囲で，選択。

□発生時の状況

聴き取れる範囲，わかる範囲で，発生時刻，活動内容，場所の状況，温度や湿度等を記入。

□その他参考となる事項

記録として残したいこと，その後の経過等を記入。

Ｂ 応 急 処 置

学校医 弘前大学附属病院救命センター （℡33-5111）

近くの医療機関 たかはし胃腸科小児科 （℡38-2211）

休日・時間外診療案内 消防本部 （℡32-3999）
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雷への対応における留意点3
　雷は、積乱雲の位置次第で、海面、平野、山岳など場所を
選ばず落ちます。また、周囲より高いものにほど落ちやすいと
いう特徴があります。
　グラウンド、平地、山頂、尾根等の周囲の開けた場所にいると、
積乱雲から直接人体に落雷（直撃雷）することがあり、その場合、
約８割の人が命を落とすと言われています。
　また、落雷を受けた樹木等のそばに人がいると、その樹木等から
人体へ雷が飛び移る（側撃雷）ことがあります。木の下で雨宿り
などをしていて死傷する事故は、ほとんどがこの側撃雷です。
　遠くで雷の音がしたら、既に危険な状況です。自分のいる場所
にいつ落雷してもおかしくありません。

39

気象災害への対応3-　6

＜積乱雲が近づくサイン＞（気象庁提供）
以下のような変化を感じたら、それは積乱雲が近づいている兆し（サイン）です。
まもなく、激しい雨と雷がやってきます。竜巻などの激しい突風が起きるおそれもあります。

真っ黒い雲が近づいてきた 雷の音が聞こえてきた 急に冷たい風が吹いてきた

【避難の留意点】
● 部活動などの屋外活動を中断し、速やかに屋内に避難します。
● 下校前の場合は、素早く情報を収集し、必要に応じて学校に児童生徒等を待機させます。
その際は、学校の対応を保護者等に連絡することが大切です。

＜雷鳴が近くで聞こえたら＞
● 登下校時に発生した場合には、近くの安全な場所に避難し、無理に屋外を移動しないようにします。
● 自転車に乗っている場合は、すぐに降りて姿勢を低くして、安全な場所に避難します。
● 鉄筋コンクリート建築、自動車、バス、電車の内部は比較的安全です。
● 木造建築の内部も基本的に安全ですが、全ての電気器具、天井・壁から１ｍ以上離れればさらに安全です。

● 近くに避難する場所がないような場合には、低い場所を探してしゃがむ
など、できるだけ姿勢を低くするとともに、地面との接地面をできる限り
少なくします。

● 電柱、煙突、鉄塔、建築物などの高い物体のてっぺんを45度以上の角度で
見上げる範囲で、その物体から４ｍ以上離れたところに退避します。

● 高い木の近くは危険なので、最低でも木の全ての幹、枝、葉から２ｍ以上は
離れましょう。

＜安全な空間に避難できない場合＞

気象庁提供

気象庁提供
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